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微風時の風の特性＊
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要旨
　接地気層では・平均風速が1m／s以下のような風の非常に弱い時，つまり微風時には，比較的風が強い時
（2m／s以上）と比べて，風向・風速の変化が極めて大きく，非定常性の高い風のふるまいが出現する．そ
の微風時の風の構造・特性を知るため，平均風速の鉛直分布のパターン分類を行った．その結果，次のよう
にモデル化してパターソ分類することができた．
　①対数型
　②線型（直線型）
　③1つのkink（こぶ）をもつ型
　④S字型（2っのkinkをもつ型）
　⑤折れ曲がりをもつ型
そしてこれらのパターソの特徴や生成原因，出現条件についても検討した．
　1．序論
　風が弱い時の拡散現象や乱流構造は，非常に複雑であ
り測定も難しいので従来あまりこの方面の研究が進んで
おらず，有名なPasqui11（1961，1974）も夜間，風速が
2m／s未満での拡散の実用的取り扱い方法を発見してい
ない．そして，Sagendorf・Dickson（1974）はアメリカ
のアイダホ州で風速が2m／s以下で，大気が安定状態で
のエアトレーサ拡散実験結果を解析して煙が水平に360
度にわたって広がることがあることを報告している．こ
のような現象は，これまでに得られている接地境界層理
論では充分に説明できないと思われる．
　ところで，実測データの収集の努力は日本でも始まっ
ており，風速が1m／s以下の微風に注目した風の観測の
公表された報告としては，安達・大田（1976，1977a，
1979）が茨城県筑波学園都市の館野高層気象台構内にお
ける超音波風速計による微風データを解析し，微風のパ
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ターン分類と変動量の特性を発表している．さらに，同
じデータを用いて川上・花房（1976）は微風時の風向変
動幅がsampling　duration（観測時間）によって影響さ
れることを研究し，筑紫・大田（1976）は微風時の風速
のスカラー平均とベクトル平均の比較を行った．その後
の館野における一一連の微風構造の研究として，花房・筑
紫（1977），安達・千葉（1977，1978），安達（1979）があ
る．
　館野以外の場所としては，高知において千葉・安達
（1976，1977a，b）が弱風観測を行い，千葉（1979）は
風が弱い時の風速鉛直分布のパターンを研究している．
　また，微風観測とエアトレーサー拡散実験をもとにし
た微風時大気拡散モデルの研究報告としては，安達・大
田（1977b），安達（1978）とAdachi・Ohta（1978）が
ある．
　これらめ報告は，速報であるために説明が不充分であ
ったり，データ数が不足している点もあると思われる
が，これまでにわかった微風の特性は総’じてみれば以下
のようになるであろう．すなわち，弱風時又は微風時の
地上付近の風の構造や拡散現象は，非常に複雑であり，
そのような時の風の測定に適していると思われる超音波
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風速温度計（S．A．T．）で観測した乱流変動量の統計量，例
えば各風速成分の乱れの強さや，各風向成分の標準偏差
などにしても，平均風速が1～1．5m／s前後で大きく異な
る様相を示し（安達・千葉，1977；千葉・安達，1976，
1977a），そして変動量の分布状態を示す確率密度分布
に関しても，風速が弱まるにつれ，正規分布から大きく
ずれるものとずれないものが混在する（千葉・安達，
1977b）というような多種多様性を示す．
　このような微風時の乱れを非定常性を強く受けた大気
の物理現象とみなし，統計的に処理する際に座標軸の設
定をかえるとか，あるいは観測時間をかえてみるという
アプローチの仕方があるが，ここでは，それ以前の段階
として，微風時の接地気層に出現する現象に的を絞り，
主に風速が1m／s以下の時に注目して空気の流れを示す
流跡線図に似た風ベクトルのプログレッシブダイヤグラ
ムのパターン分類と平均風速の鉛直分布のパターン分類
を行い，その特徴について述べてみた．さらにパターン
の生成原因をさぐるために，S・A・T・で観測した乱流変
動量との相互の関連性を調べた．
　2．微風時の風の構造
　2．1．風ベクトルのプログレッシブダイヤグラムの
　　　パターン分類
　微風時の風のふるまいの大きな特徴の1つとして，風
向の微妙な変化があげられる．例えば，10分の観測時問
の間にも，細かく30秒毎に風向の変化を調べると，それ
は必ずしも10分の（ベクトル的）平均風向に沿って変化
しているのでなく，非常に不規則に変動し，複雑な変化
が現実にみられる．こういう場合，角度のみの平均をと
るスカラー的平均風向や風速と角度の両方の変化を考慮
したベクトル的平均風向，あるいは最多風向といったも
のが考えられるが，いずれにしても主風向あるいは平均
流方向をどの方向に決定するかが難しくなる．
　平均流の向きと関連して，接地層での代表的な速度の
スケールである摩擦淳度晦の表現の仕方にも問題が現
われてくる．つまり，接地気層で微風時にはよくシアー
ストレスの横方向の成分一〃ノがが縦方向の成分一漉〃ノ
と大きさが匹敵する場合もあって，シアーストレスベク
トルの方向が場の非一様性（Adachi，1974）と，そして
非定常性のためにも平均流方向と一致しなくなる．さら
に，漉〃ノ＞0なることもたびたびあり，その時に，晦を
乱流場の水平一様性を仮定して，従来良く使われている
ようにπ＊・＝（一痂）去と表わすべきか，あるいはスト
28
レスの方向を考慮して，（一％ノが）と（一〃ノZ〃ノ）のベクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　ル合成の形，すなわち晦二く（一漉〃ノ）2＋（一〇ノが）2｝’τと
して考えなければならないのかといった問題がおきる．
　時々刻々の風の流れを調べる手段として，風がベクト
ル量であることを考慮したプログレッシブダイヤグラム
というのがあるが，これは一地点でオイラー的に観測し
た風ベクトルを，東西南北にとった直交座標の成分に分
け，こきざみに風速成分を合成して出来るベクトルを連
続的につぎ足し，座標を距離に直したもので，そうする
と流跡線図に似た図が出来あがる．これが風ベクトルの
プログレッシブダイヤグラムである．その例を第1図に
示す．安達・大田（1976，1977a）は，茨城県館野での
超音波風速計による観測で得たデータを整理し，第2図
に示すように風ベクトルのプログレッシブダイヤグラム
を流跡線モデルを設定することを目的に次の8つのパタ
ーンに分けた．すなわち，①直進　②準直進　③蛇行
④円弧　⑤反転　⑥らせん　⑦複雑　⑧よどみである．
パターン別にその出現率を調べた結果，10m高度で平
均風速UがUく1．5m／sの場合に，直進＋準直進＋蛇
行が計46％，円弧＋反転が計50％，その他4％で，さら
に①～⑦のパターンの各々について「よどみ」があるか
どうか調べたところ，「よどみ」型が全体を通じて12％
であった．平均風速Uが2m／s≦U＜3m／sでは，ほ
とんど直進に近くよどみ型はなかった．
　簡単に言えば，風速が2m／s以上ではほぼ直進すると
いった単純なパターンになるが，風速が弱くなるにつれ
て単純でないパターンが現われる確率が高くなり，特に
風速が0．5m／s未満では単純なパターンとそうでないパ
ターンがほぽ半々に現われるということである．しか
し，パターンの出現率の明確な指標を見い出すことは今
後の課題である．
　ところで，館野の実験場は，周囲の所々に15m程度の
林が存在し，その地表面粗度定数之oは45cm位（安達
・千葉，1978）であり，必ずしも水平一様性の条件が満
たされている場所ではない．そのため，種々のプログレ
ッシブダイヤグラムのパターンがみられるのは場の非一
様性のためによるのではないかと判断するわけにはいか
ない．というのは，比較的地表面状態が良好な高知（20
＝・3・5cm）での弱風観測データの解析からも，特徴ある
微風時のパターンが見られるし（千葉・安達，1977b），
さらにアメリカのアイダホ州での平らな平原で実施され
た拡散実験の報告からもわかるように，風が360。にわた
って変化しており，その原因として場の非定常性をも考
、天気”27．5．
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　　第1図　微風時の風ベクトルのプ・グレッシブダイヤグラムの例
　　　　　（Adachi・Ohta，1978　より引用）．
（1）直　進 2）碧直進 （3）蛇　　行 （4）円　孤
（5）反　転 （6）5せん （7）複　雑 （8）よどみ
第2図風ベクトルのプ・グレッシブダイヤグラ
ムのパターソ
えなければならない．
　2．2．微風時の平均風速鉛直分布のパターソ分類
　微風時の平均風速の鉛直分布は，風の強い時のそれと一
比べて多種多様の型（パターン）をとることが観測の方
面から知られている．第3図は，Maki（1974）の南極
昭和基地で得た風が弱い時の平均風速鉛直分布を示し，
第4図はClarke8地乙（1971）のWangara実験の時
観測されたもの，第5図はSagendo㎡・Dickson（1974）
のアメリカ・アイダホ州での弱風・逆転時の拡散実験の
際得たものである．そして最近のものとして，Kondo
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Z（m）
20
10
O
第3図
丁．Maki
（1974》
　　／
／
1　　2　　3∪（m！s）
微風時の風速鉛直分布（Maki，1974）
6砲乙（1975）の宮城県北部の北浦で得たものを第6図に
参考のためあげておく．これらはいずれも風杯型風速計
を用いて，風速の鉛直分布を測定している．各研究者の
データを比較するために詳細なことは第1表に，それか
ら風速分布データの概要は第2表に整理した．各々の研
究での，観測時間や地表面状態のちがいによる風速分布
への影響は，2．3節で述べられる．
　風が弱くなるという気象条件というのは，概して大気
が安定な時に多いが，それ以外にも朝方の強い自由対流
が発達する時にも，風が弱くなる傾向がみられる．
　風速鉛直分布のパターンは第7図に示すように，（1）
29
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微風時の風速鉛直分布（Kondo8渉αZ・，
1975）．
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微風時の風速鉛直分布（Sagendorf・
Dickson，1974）．
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～lnflectlon
第7図　風速鉛直分布のパターソ．
（5）
第5図
対数型　（2）線型（直線型）　（3）1つのkink（こ
ぶ）をもつ型　（4）S字型（2つのkinkをもつ型）
（5）折れ曲がりをもつ型　と分けられる．第3表は，
各研究者の観測した風速鉛直分布（第3，4，5，6図）
を各パターソ別に分けて，まとめたものである．（3），
30
（4）のパターンに属するものが他に比べて多い．
　2．3．微風時の平均風速鉛直分布が種々のパターンを
　　　　もつ原因
　各々のバターソの特徴について先ず述べよう．（1）
の型は，いわゆる中立大気での風速の対数分布である．
真に中立な大気の状態というのは，Yasuda（1978）の表
現を引用するなら，“安定な温度成層と不安定な温度成層
、天気”27．5．
第1表
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平均風速鉛直分布に関する各研究者
の観測条件．
第3表　パターン別に分類した集計．
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研究者名
R。H．Clarke
θ言α1．
　（1971）
T．Maki
　（1974）
J・F・Sagen－
dorf
C．R．Dickson
　（1974）
J．Kondo
8」α1．
　（1975）
観測場所
オースト
ラリア
Hay
南　　極
昭和基地
アメリカ
Idaho
宮城県北
部
北　　浦
観測
時間
20分
約10分
1時間
5～
487分
粗度
約1．2
　mm
0．1
　mm
flat
plain
O．93
　cm
安定
度
安定
安定
安定
安定
測定器
パターソ名
Cassella
Sheppard－
type
anemometer
始動風速
　　O．15m／s
三杯式風速計
軽量風杯風速
計
（1）対　数　型
（2）直　線　型
（3）1つのkink
をもつ型
牧野製三杯風
速計
始動風速
　　　0，2m／s
第2表　風速分布データの概要．
（4）S　字　型
（5）
折れ曲がり
図番号 風速分布記号
1
2
3
4
5
6
7
観測日　　観測時間（分）
9／25／701540－1550（10）
11／10／700953－1010（17）
6／13／701047－1103（16）
6／15／701600－1613（13）
10／22／702053－2103（10）
9／5／701050－1103（13）
9／16／701532－1544（12）
温度勾配
∠7γ∠z
をもつ型
図番号…風速分布記号
第3図…1，3，7
第5図…F
第6図…①
第3図…4
第5図…G，H
第4図…a，c，d，h，i
第5図…A
第6図…④，⑦
第3図…2，5，6
第4図…b，£9，j，k，1，m
第5図…B，C，D
第6図…②，③，⑥，⑧，⑨
3
5
6
A
B
C
D
E
F
G
H
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
第4図…e
第5図…E
第6図…⑤
計（百分率％）
5（13．5）
3（8．1）
8（21．6）
2／7／740642－0742（60）
2／12／740630－0730（60）
2／21／740630－0730（60）
2／9／740646－0746（60）
2／8／740630－0730（60）
4／30／740146－0246（60）
4／17／740458－0547（49）
5／22／740345－0445（60）
12／20／74
12／23／74
12／23／74
12／23／74
12／24／74
12／24／74
12／27／74
5／1／75
4／17／75
2347－0007（20）
0416－0426（10）
0531－0605（34）
2126－2146（20）
1540－1600（20）
1748－0155（487）
2016－2021（5）
OO24－0054（30）
1139－1245（66）
18（48．7）
3（8．1）
0．076。c／m
0．066
0．04
0．071
0．066
1．01
0．9
　O．18
　0．08
　0．0067
－0．011
　 ．21
　0．07
　0．089
　0．102
0．114
0．124
＊第4図のWangara　dataはClarke8敵1．（1971）
を参照のこと．
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の間の非定常な移り変わりの間の一瞬，又はそれらの条
件下におけるいくつかの観測結果の平均作業の結果とし
て，温度勾配4θ／4z，あるいは鉛直方向のheat　Hux
θノ”，が零であるようなr中立状態」”とみなすことがで
き，そういう状態は，heat　Huxの時間変化（目変化）
を調べたKansas実験（Wyngaard，1973）からもわか
るように，日の出そして日没前後に期待されるものであ
る．事実，その時に（1）のパターンが見られることが
ある．一方，日中上空で比較的風が強い場合に，乱流混
合によって温度勾配∂θ／∂Zが零に近づいて中立に近い
状態になる．この時対数分布が予想されるが，この研究
では弱風（U≦3．Om／s）のことに限る．（2）の型は，
強い安定成層のもとでの線型分布を示す（Hicks，1976
参照）．相似理論の観点から，安定度が強まると共に負
の浮力が乱れを抑制するようになるため，地表面からの
高さZよりはモニソ・オブコフの安定度長さLの方が
適切な長さのスケールとなり，風速勾配∂の∂zは∂0／
∂Z㏄晦／Lという形で示される．この関係は平均風速U
の高さ2に対する線型分布を示す．
　ところで，（3）～（5）のパターンについては未だその
構造，特徴について調べられていないように思われる．
（3）～（5）の風速分布のパターンがkinkをもち，そし
て折れ曲がりをもつ原因として6通りほど考えられ，そ
れへの対処の仕方も一緒に述べる．
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ロ原因（1）：風杯型風速計が精度良く追従していない
　　　　　　　ことに因る．
　風杯風速計で平均風速を測定する際に主として3つの
誤差が考えられる（Kondo6砲乙，1971）．第1番目は風
杯の慣性によるもの，第2に風杯は鉛直方向の風速成分
の影響を受けやすいこと，第3に風向変動により平均流
に沿ったものと異なる全体の風を測定するという誤差が
知られている．特に微風時には，風があっても風杯が重
いために回転しなくなる事がある．
●メカニカルな部分を含まないということで微風の測定
　に適している超音波風速計で測定し，平均風速鉛直分
　布が求まれば，理想的であるが，風杯より微風に対し
　敏感で応答の速い熱線風速計を用いて風速分布を測定
　してもよい．
□原因（2）：風上側の地形の影響，つまり流れの場の
　　　　　　　非一様性に因る．
●風が吹走する範囲の地表面の状態が一様であるかどう
　かも考慮していかなければならない．
□原因（3）：観測時間を変えることによって風速分布
　の型は異なる，つまり非定常性の影響に因る．
●原因（1）で述べたように，風があっても風杯が回転
　しない時間があった場合には，観測時間の長短にかか
　わらず，同じにみることができる．
□原因（4）：地表面付近でのmomentum　Huxの高度
　分布の影響に因る．
　　接地気層は厳密な意味では，momentum　Huxが一
　定の気層ではない．つまり高度変化する．文字・水間
（1976）が指摘しているように，風が弱い時に，負のス
トレス（漉〃’＞0）が観測されることがあり，どの高さ
で漉〃ノ＞0が起こるか調べる必要がある．もし，ある
高さで漉〃’＞0であれば，風速勾配∂ψ∂zは，∂0ノ
∂2＜0であることを意味し，風速鉛直分布のパターンに
目を転じると第7図の（3），（4）のパターンの矢印で示
す部分がそれに相応する．
□原因（5）：強い安定成層が形成されている時に，い
　わゆるエクマソスパイラルが10mオー．ダーの高さまで
　降りてくると予想されるが（近藤他，1976），接地層
　とエクマン層では，風速分布が異なるので，その両層
　が重なり合う所でゆがむことに因る．
●非常に軽い矢羽根をもつ風向計によって徴風時の風向
　の高度分布を測定し，エクマソスパイラルの影響がど
　の程度の高さまで及ぶかを調べる．
□原因（6）：不安定層の上に安定層がある場合（現実
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　に夜間の非常に強い安定成層が存在する時（Kondo8」
　α1．，1978），みられる），その両層の間に境界面の運動
　形態の1つとしての波動が存在していることに因る．
　この場合には，風速分布は折れ曲がる型をもつと予測
　される．ここで，折れ曲がる所とkinkの凸頂とをは
　っきり区別するために，折れ曲がる所では，∂20／∂z2
　＝0であり，kinkの凸頂では∂の∂z＝0の点である
　と考えた方が良い．
　　原因（5）と（6）の大きな違いは，前者は上空か
　ら，そして後者は下方からの影響を主に受けることに
　ある．
　2．4．高知での微風時の乱流観測
　高知市郊外の高知大学農学部付属農場にある，約20m
の高さの微細気象用観測塔で，1978年12月7日から13日
にかけて，平均風速，平均気温の高度分布及び超音波風
速温度計（S・A・T・）による乱流変動量の観測を行った．
観測塔の周りは，主に水田と放牧場に囲まれ，その地表
面の空気力学的粗度長2。は，約3．5cmである（千葉・
安達，1977a）．観測高度は，平均風速については1．O
m，2．Om，4．Om，7．86mで，牧野測器製の風杯風速計
（始動風速，0．2m／s以上）を使用し，平均気温について
は熱電対温度計（精度土0．15。C以内）によって2．85m，
5・5m，7・86m，11・25m，20・88m，で測定した．なお，
11．25m高度に取り付けたS．A．T．で風速変動2成分と
温度変動成分を求めた．平均風速の高度分布にkinkあ
るいは折れ曲がりのみられたのは，12月12日の夕方16時
15分から17時40分に、かけての時間帯であった．第8図に
は，その間の平均風速と平均気温の時間変化を示してあ
る．
　風杯によって得られた風速分布は，前に述べたような
理由から，風杯の誤差による影響と本当の分布が混在し
た見掛けの分布を示すものであるが，個々の10分毎の平
均分布に微風時の特徴あるパターンがみられた．気温変
化に注目すると，16時40分から17時にかけて5m高度の
気温が急激に下降し，不安定層がこわれて，安定層が形
成されている．気温が下降した理由は，次のように考え
られる．この日の日没が17時頃であったことに注意して
地表面付近の熱収支を考えると，地面から上方に向けて
常に長波長放射がある一方，日が傾くにつれ，日射の影
響が次第に弱くなり，そのために地面が冷え，5m高度
以下の気層の温度もそれに伴い下降してゆく．そして，
5mより高い所の気層はまだその影響は強くなく，ほぼ
等温状態が維持されていると考えられる．一旦，下降し
、天気”27．5．
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風速鉛直成分2〃と温度成分丁の変動記録（但し，1700－1705のデータは
欠測）．
た5m高度の気温は日没後，逆に上昇しはじめる．当日の
天気が晴天で高気圧がはりだしているのを考慮すると雲
とかの影響でなく，地域的に熱塊が流れこむような移流
の効果によって気温が上昇したものか，あるいは上空で
風速が強くなって上空からheat　Hux（哲ノ）が下りて
きたことによるのかどうか（第11図から，孫ノの上下
方向の交換がみられるが），判断の難しいところである．
　この16時40分から17時20分の時間帯の風速の鉛直成分
2〃と温度成分丁の変化が第9図の（2）と（3）の変
1980年5月
動記録に，そして乱流統計量の様子は第10図に示してい
る．なお，参考のために載せた第9図の（1）の変動記
録は，12月12日の11時頃から11時40分頃までのものであ
り，Tとωが顕著に対流によって対応し，上方に活発
に変動振幅している』（2）のTの変動記録の（…A…）
の個所〔16時45分頃〕には鋸歯型の変化が，（3）のω
の変動記録の（…B…）の個所〔17時15分一17時20分〕
には周期2分位の波型（wave）が見い出される．
　Brunt－vals乞1乞振動数Nを求めてみると，
35
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第10図　乱流統計量の時間変化．
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第11図　乱流フラックスと大気安定度2／五の時間変化．
碗蓄誓一∀21る15誓一住・65（餓）
で，周期丁二2π／ノV＝1．6分である．
このことから，この波型が重力波によるものかどうか断
定するわけにはいかないが，いずれにしてもこれらの現
象は波動の存在を示唆しているものと思われる．
　第10図に目を移すと，上列から10分毎のベクトル的平
均風速U〃，以下順次に30秒毎の風速の平均流方向，横
方向，鉛直方向成分と温度成分の各々の標準偏差碗，
の，σωそしてσTの時間変化が示されている．各々の
標準偏差の評価時間が30秒であることから，ハイパスフ
34
イルターをかけたことと同じで30秒以上の周期の緩慢な
変化はカットされてしまう．
　16時40分頃からは風速も弱まり，碗，σ・のふるまい
からもわかるように，殆んど乱れが無くなっている．一
方，砺，σTには間欠的な乱れが対応している．
　第11図は，16時20分から17時40分にかけての乱流Hux
と大気安定度を示すZ／Lの時間変化を同時に示す．こ
れらの乱流nuxは，夕方の非定常性の強い場合のデー
タであるから，評価時間を短くした方が，より落ち着い
た値をとると思われるので，　5分毎に評価した．heat
flux”，T，は，日没前から負になり大気が安定になって
、天気”27．5．
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いる．但し，安定度を算出する時，ストレスπノZ〆が
面7＞0の場合，摩擦速度％＊をπ＊＝（一酉7）去として
求めては，娠が虚になるため，娠＝〈（一碗〃ノ）2＋
　　　　　　　　（一〃’2〃’）2｝マとして求め，その観測時間と観測場所に関
係した局所的なLを出したのちZ／Lを算出した．（）
内の数値で表わしたものがそれにあたる．
　Caughey・Kaima1（1977）によると，ミネソタ実験
で日没の約1時間前に対流境界層がこわれて負のheat
Huxが観測されたことを報告しているが，高知での観測
の場合にも同様に対流境界層がこわれて安定成層にな
り，とくに平均風速分布にkinkや折れ曲がりが，そし
て乱流変動量に鋸歯型や波状の変化など特徴ある現象が
みられた．
　第12図は12月12日の16時15分から16時55分にかけて，
そして第13図は同じ日の17時05分から17時45分の風ベク
トルのプ・グレッシブダイヤグラムを示す．座標軸のX
軸は東西方向，y軸は南北方向を示し30秒平均の風速成
分を合成して連続的につなぎ，そのうえ座標を距離に直
してある．これらの場合には，いずれも南西の風が卓越
1980年5月
第13図風ベクトルのプ・グレッシブダイヤグラ
ム（12月12日17時05分一17時45分）．
’して吹いていることがわかる．この観測で，特に注目し
ている16時40分から17時30分にかけての風ベクトルのプ
ログレッシブダイヤグラムのパターンは，直進，準直進，
蛇行が殆んどであり，大きな風向の変化はみられない．
このことから同じ時間帯の乱流変動量及び乱流統計量に
みられた特徴は，風向の変化に大ぎく依存していないも
のと推測される．なお，第13図の17時35分から45分にか
けては著しく風向が変化しており，“複雑”のパターソ
に属するものがみられた．
　3．結　語
　平均風速が極めて弱い微風時の多くの野外観測のデー
タを基にして，風ベクトルのプログレッシブダイヤグラ
ムは8つのパターンに，そして平均風速鉛直分布は5つ
のパターソに分類することがでぎた．そして，それらの
パターンの特徴について述べるとともに，特に平均風速
分布が種々のパターンをもつ生成原因につ～・て言及し
35
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た．原因としては6つほどあげられたが，基本的な原因
として風杯風速計の精度の問題があり，微風測定に充分
適格な測器による観測が必要である．その点，微風測定
に適当と思われるS．A．T．による乱流変動量の観測か
ら，二，三の特徴ある風速分布のパターンの生成原因に
波動の存在が関係していることが示唆された．なお，微
風時の温度分布や，それらと風速分布や乱流変動量との
関連は今後充分に解明されるべき問題であろう．
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ただいて講演発表済あるいは論文等に掲載済のもののみ
を引用させていただきました．改めて両機関に御礼申し
上げます．
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気象学会および関連学会行事予定
行　　事　　名
財団設立20周年記念講演
会
第24回山の気象シンポジ
ウム
第17回理工学における同
位元素研究発表会
第14回夏季大学r新しい
気象学」一台風特集一一
関西支部第2回夏季大学
r新しい気象学」一台風
をめぐって一
第17回自然災害科学総合
シンポジウム
昭和55年日本気象学会秋
季大会
第6回リモートセンシン
グシンポジウム
第18回粉体に関する討論
会
開催年月日
昭和55年6月24日
昭和55年6月28日
昭和55年6月30日
～7月2日
昭和55年7月28日～31目
昭和55年7月30日～
8月1日
昭和55年10月20日～21日
昭和55年10月29日～31日
昭和55年11月18日～19日
昭和55年11月27日～29日
主催団体等
東レ科学振興会
目本気象学会
日本気象学会関西支部
日本気象学会
計測自動制御学会
日本化学会ほか
場 所
日本工業倶楽部
気象庁第1会議室
国立教育会館
日本教育会館
大阪市立労働会館
名古屋大学農学部
京都教育文化センター
国立教育会館
豊橋技術科学大学
（342頁よりつづく）
　なお，新田理事を準備委員会委員に委嘱するととも
に2月18日第2回準備委員会を開くことを申し合わせ
た．
3・科学技術データの流通利用に関する教育訓練コース
　会告掲載について，掲載することを了承．
4．その他
（1）郵便料金に関する要望書の件　他学・協会と同一
　　歩調をとることを了承．
（2）山本賞受賞候補者の推薦について浅井理事から，
　　中村　一会員（東京大学理学部）を山本賞受賞候
1980年5月
補者として選考した経過が説明された．同会員は，
「気象集誌」第56巻第5号に「大気大循環に及ぽ
す山岳の力学効果」の論文を発表したが，非常に
労力の要する仕事を緻密にやってのけたこと，年
齢も若いし，将来に対する期待が持たれることで
推薦した．なお，学会賞，藤原賞について推薦あ
り次第，山本賞と共に全理事の書面審査を受け，
「天気」にも掲載することを了承した．
承認事項　柏原志朗ほか18名の新入会員を承認．
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